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	製品名: チューブリンγウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab19427
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はチューブリンスーパーファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は中心体に局在し、γ-チューブリンリング複合体と呼ばれる複合体の一部として微小管に結合します。このタンパク質は微小管の核形成を媒介し、微小管の形成と細胞周期の進行に必須です。この遺伝子の擬遺伝子は7番染色体上にあります。[RefSeq提供、2009年1月],機能：チューブリンは微小管の主成分です。γ-チューブリンは紡錘体極や中心体などの微小管形成中心（MTOC）に存在し、微小管のマイナス端核形成に関与していることが示唆されています。,質量分析：PubMed:11840567,類似性：チューブリンファミリーに属します。,サブユニット：GCP2およびGCP3と相互作用します。 B9D2と相互作用します。
	研究分野
	タンパク質アセチル化
	画像データ
	

	チューブリンγ抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	マウス脳ライセートのチューブリンγ抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

